
定時株主総会
第160期



開会宣言



目的事項およびお願い事項
報告事項

決議事項

第160期事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人
および監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

1.

第160期計算書類の内容報告の件2.

第1号議案 剰余金の処分の件
第2号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）8名選任の件
第3号議案 監査等委員である取締役3名選任の件
第4号議案 取締役に対する業績連動型株式報酬制度の改定

および継続の件



議決権数
55,648個

議決権を有する株主様
3,240名



監査報告



事業報告
（2023年4月1日～2024年3月31日まで）



景 気 は 緩 や か に 回 復

所得の伸びを上回る物価上昇の影響

個 人 消 費 は 頭 打 ち



鉄鋼業界

国内の粗鋼生産量が減少する中
自動車生産向けの需要は緩やかに回復

海外市場の鋼材価格の下落が危惧

建築向けの需要低迷
慢性的な人手不足や資材価格の上昇

中国やインドの増産から世界粗鋼生産量は増加傾向



当社グループの取組み

鋼管事業を中心に製品価格を維持

収 益 の 確 保

調達方法・拠点ごとの生産品の見直し
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売上高 前年度比

44,556百万円 4.0%減
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営業利益 前年度比

2,053百万円 55.6%減
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連結業績
親会社株主に帰属する当期純利益 前年度比

1,691百万円 44.7%減



事業別の概況



鋼管関連事業

【自動車生産向け鋼材】
一 部 の 分 野 で 持 ち 直 し

【物流倉庫やデータセンター案件】
人手不足・工事着工の遅れ

需要は低調に推移



鋼管関連事業
【ステンレス鋼製品】

安価な輸入材により国内の製品価格は
値下がり基調で推移

【半導体製造装置や建材分野】
生産調整の長引きによる需要減

医療、食品、薬品関連、水処理等
公共投資関連の需要も低調に推移
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売上高 前年度比

43,613百万円 4.1%減

43,613

第159期 第160期 第159期 第160期

営業利益 前年度比

1,449百万円 65.2%減

1,449

業績【鋼管関連事業】



自転車関連事業

円安による完成車輸入価格の上昇により
新車への買い替え需要は減速

業者間での受注競争は激化
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売上高 前年度比

315百万円 1.7%減

315
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業績【自転車関連事業】
営業損失

△61百万円

△61

第159期 第160期



不動産等賃貸事業

東京都大田区の地代収入

安 定 し た 業 績

関西工場リム工場跡地の地代収入
東京都江東区の自社ビルの賃貸収入
大阪府茨木市の地代収入
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業績【不動産等賃貸事業】
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流動資産 338億17百万円
固定資産 243億70百万円
資産合計 581億87百万円

資産の部

連結貸借対照表



連結貸借対照表

流動負債 173億83百万円
固定負債 47億93百万円
負債合計 221億77百万円

負債の部



連結貸借対照表

株主資本 300億90百万円
その他の包括利益累計額 55億06百万円
非支配株主持分 4億13百万円
純資産合計 360億10百万円

負債純資産合計 581億87百万円

純資産の部



連結損益計算書

売 上 高 445億56百万円
売上総利益 78億10百万円
営 業 利 益 20億53百万円



連結損益計算書

経 常 利 益 25億58百万円
税金等調整前
当 期 純 利 益 25億97百万円
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 16億91百万円

経 常 利 益 25億58百万円



「企業集団の現況に関する事項」

当社ウェブサイトに掲載のとおりです

「当社の会社役員に関する事項」
「会社の株式に関する事項」

「会計監査人に関する事項」
「業務の適正を確保するための体制
および当該体制の運用状況」

「会社の支配に関する基本方針」

「連結注記表」
「連結株主資本等変動計算書」



「貸借対照表」
「損益計算書」
「株主資本等変動計算書」
「個別注記表」につきましては
当社ウェブサイトに掲載のとおりです



対処すべき課題



対処すべき課題

グループ間での製販・技術開発の連携を強化
ステンレス需要の新規開拓に注力

生産品種の拡大・拡販活動により収益確保に努める

積極的な設備投資で生産能力を強化



事業報告
（2023年4月1日～2024年3月31日まで）



中期経営計画2026
（2024年度～2026年度）



中期経営計画2026の位置づけ

経営基盤強化と成長戦略の
基盤構築

 主要工場の設備を順次刷新、生産能
力・販路の拡大、コストの削減

 研究開発の強化、新規ビジネスの推進
 インドネシア市場の調査・把握、現法の
販売・生産体制見直し

 グループ一体経営、ガバナンス強化

中期経営計画2026は長期ビジョン2033にて掲げる『ソリューション製造業としての
地位を確立』に向けた経営基盤強化と成長戦略の基盤を構築する時期と位置付ける

2033年度
長期ビジョン2033
ソリューション製造業と
しての地位を確立

2027-2029年度
中期経営計画

2030-2032年度
中期経営計画

経営基盤確立と成長戦略実行

ビジネスモデル変革推進

研究開発・新規事業の強化・促進
垂直・水平統合のためのM＆A
 インドネシア現法からのASEANへの
販売強化

グループ情報一元管理によるDX

脱炭素関連製品開発
社会課題解決企業
グローバルでの事業拡大

バックキャスティング

環境（E）社会（S）ガバナンス（G）の視点

中期経営計画
2026



本中期経営計画の基本方針

基本方針
経営基盤強化と成長戦略の基盤構築

（鋼管、ステンレス事業）営業エリア拡大とグループ連携強化による収益基盤構築
（自転車事業）新商品投入とコスト削減による黒字転換
（工場刷新）将来の工場ごとのコンセプトや方向性を明確化
（不動産）不動産専門部署新設、賃貸用不動産の収益性、資産効率改善
（DX）グループ情報一元化のためのDXロードマップ策定

経営基盤強化

成長戦略の
基盤構築

（鋼管、ステンレス事業）新たな技術・販路獲得に向けたM＆Aの情報収集・検討
（海外戦略）インドネシア現地法人を起点としたASEAN市場開拓
（研究開発）グループ研究開発部門新設、取引先、大学、研究機関との連携

サステナビリティ
（ESG）

（マテリアリティ）マテリアリティとKPIの設定
（E：環境）二酸化炭素排出量の削減
（S：社会）人的資本経営の推進、安全衛生管理の徹底
（G：ガバナンス）グループ経営体制の強化



 今後は成長性と収益性の2軸で事業ポートフォリオを管理し、全社視点で経営資源を最適化

売
上
高
成
長
率

高

低

収益性 高低

＜収益性を向上させ、資本効率改善＞

＜将来の成長ドライバーとして長期視点で育成＞

自転車事業
鋼管事業

海外事業
（PT.ARAYA STEEL
TUBE INDONESIA）

不動産賃貸事業
（新家工業）

グループ研究開発・
新規事業開発

（新家工業）
（新家工業、大栄鋼業）

（新家工業）

＜中長期的に成長性と収益性を向上＞

M＆Aによる水平・垂直統合
（収益機会増強、販売チャネル獲得、コスト削減）

ステンレス事業
（新家工業、
アラヤ特殊金属、
ステンレスパイプ工業）

工場刷新
（生産能力拡大、
コスト削減、生産性向上）

DX
（AI・IoT活用、グループ製
販一体、生産性向上）

時価利回り向上、
各物件の方針明確化収益性改善

環境・社会課題対応ASEAN需要の開拓

事業ポートフォリオの方針



「中期経営計画2026」の詳細に
つきましては当社ウェブサイトに
掲載のとおりです



決議事項



剰余金の処分の件
第1号議案

決議事項

安定的な配当の継続と業績に応じた適正な利益配分を行う
当社の基本方針に基づき、当期の業績状況等や連結配当性向の目標を
勘案し当社普通株式1株につき金155円、総額8億6546万2495円を
2024年６月28日にお支払いさせていただきたいと存じます。

なお、中間配当は見送りとさせていただきましたので年間配当金も
期末配当金同様に当社普通株式１株につき金155円です。



取締役（監査等委員であるものを除く。）
8名選任の件

第2号議案

決議事項

市川 圭司
浜田 哲洋
松尾 政哉
金井 秀人

胡居 典明
大槻 一
山中 拓郎
鳥木 千鶴



監 査 等 委 員 で あ る
取締役3名選任の件

第3号議案

決議事項

細野 豊
西尾 宇一郎
鈴木 蔵人



取締役に対する
業績連動型株式報酬制度の
改定および継続の件

第4号議案

決議事項

 取締役の報酬等の額の別枠とすること
 信託に株式取得資金として拠出する信託金の上限の見直し
 信託による当社株式の取得株数の上限の見直し
 取締役に付与する当社株式の上限の見直し



質疑応答
質問は、最初に出席票に記載された番号と

お名前をおっしゃっていただき、
簡潔に要点のみをご発言ください。



議案採決



剰余金の処分の件
第1号議案

決議事項

安定的な配当の継続と業績に応じた適正な利益配分を行う
当社の基本方針に基づき、当期の業績状況等や連結配当性向の目標を
勘案し当社普通株式1株につき金155円、総額8億6546万2495円を
2024年６月28日にお支払いさせていただきたいと存じます。

なお、中間配当は見送りとさせていただきましたので年間配当金も
期末配当金同様に当社普通株式１株につき金155円です。



取締役（監査等委員であるものを除く）
8名選任の件

第2号議案

決議事項

市川 圭司
浜田 哲洋
松尾 政哉
金井 秀人

胡居 典明
大槻 一
山中 拓郎
鳥木 千鶴



監 査 等 委 員 で あ る
取締役3名選任の件

第3号議案

決議事項

細野 豊
西尾 宇一郎
鈴木 蔵人



取締役に対する
業績連動型株式報酬制度の
改定および継続の件

第4号議案

決議事項

 取締役の報酬等の額の別枠とすること
 信託に株式取得資金として拠出する信託金の上限の見直し
 信託による当社株式の取得株数の上限の見直し
 取締役に付与する当社株式の上限の見直し



閉会宣言



本日は ご出席いただきまして
誠に ありがとうございました
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